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「女性活躍加速のための重点方針2016」該当箇所

大項目

中項目

小項目

細項目

該当施策名
（事業名）

当該施策の背景・
目的

○

28年度当初予算： - 千円
28年度一次補正予算： - 千円
28年度二次補正予算： 8,066 千円

29年度要求予算： - 千円

該当施策概要

通し番号  110 

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

②　平成28年（2016年）熊本地震により、避難生活に起因するストレスの高まりなどから、
女性が様々な不安・悩み等を抱えたり女性に対する暴力が懸念されることから、地方公
共団体の相談支援機関による対応に係る援助に努めるとともに、「男女共同参画の視点
からの防災・復興の取組指針」 等を活用し、避難所における女性や子育て世帯のニーズ
に配慮するなど、男女共同参画の視点からの災害対応をより一層推進する。
また、男女共同参画の視点から、被災地におけるニーズ等を速やかに把握するとともに、
避難所運営等、被災者支援に資する情報提供の充実を図る。

（２）被災地への支援

２．女性活躍のための安全・安心面への支援

男女共同参画の視点による熊本地震対応状況調査

　第4次男女共同参画基本計画（平成27年12月25日閣議決定）では地域における生活者
の多様な視点を反映した防災対策の実施により地域の防災力向上を図るため、防災に関
する政策・方針決定過程及び防災の現場における女性の参画を拡大し、男女共同参画
の視点を取り入れた防災体制を確立することとしている。
 　平成28年熊本地震では、男女共同参画の視点や意見の反映等について、様々な場面
において、問題点や課題が指摘されている。
　そのため、震災後速やかに本調査を行い、被災地における地方公共団体、民間団体等
の震災時の対応状況等の把握や各種事例を集積し、男女共同参画の視点に基づいてそ
れらの分析・検討を行うことにより、今後我が国で起こりうる災害に対する防災施策に早
急に反映する。

機構定員要求

熊本地震の発生に伴い、被災地熊本における地方公共団体、民間団体等の震災時の対
応状況（避難所運営、支援機関との連携）等を把握するためアンケート調査、インタビュー
調査を行う。また有識者による検討会を設置し調査事項の検討、結果の分析を行う。

内閣府

男女共同参画局総務課

その他（具体的に）

担当府省庁
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